
第２節－３ 先進的なチャレンジ（メラーボプロジェクト） 

 

研究開発内容・方法・検証 

１ 今年度の計画 

国際科学コンテスト等への参加を通じて科学技術分野に関する先進的な

取組を行うため、「ＳＳＨ研究室（メラーキラボ）」を活用することとした。

この計画を「メラーボプロジェクト」とし、国際科学コンテストへの出場

を推進する他、高校生と大学生のための講座受講、海外との共同研究の準

備など多面的な活用を計画した。メラーキラボの活用状況、メラーボプロ

ジェクト参加生徒の活動実績や進路実績等から検証を行うこととした。 

 

２ 取組 

メラーボプロジェクト 

(1) 物理チャレンジ        

日時 令和３年７月 11 日（日）13:00～16:00  場所：自宅など 

 概要 参加希望者９名（１年生４名、２年生５名）が参加。 

過去問対策や一次チャレンジの実験を随時行った。 

(2) 化学グランプリ 

日時 一次選考 令和３年７月 22 日（木・祝） 場所：自宅（オンライン開催） 

 概要 希望者４名。過去問対策などの勉強会や発展的な実験を行った。 

(3) 生物学オリンピック 

 日時 令和３年 7月 18 日（日）  場所：自宅など 

 概要 参加希望者３名（いずれも３年生） 

    本番に向けた計画・過去問対策などの準備に活用した。 

(4) ＳＳＨ生徒研究発表会 

 日時 令和３年８月５日（木）午前・午後 

 場所 神戸国際展示場 

 概要 参加者４名（３年生、現地入り３名） 

    ポスター、プレゼンテーションなど当日に向けた準備に活用した。 

(5) 科学の甲子園 神奈川県大会 

 日時 令和３年 11 月３日（水・祝）半日 

    令和３年 11 月 23 日（火・祝）半日 

 場所 神奈川県立総合教育センター 

 概要 参加者８名（１年生４名、２年生４名） 

    実技試験の対策・練習のために活用した。 

(6) 数学オリンピック 

日時 令和４年１月 10 日（月・祝）13:00～16:00  

場所 本校パソコン教室（オンラインで実施） 

 概要 参加希望者９名（１年生４名、２年生５名）が参加。 

本番に向けて過去問対策などの準備を 10 月から週１回程度行った。 

 

 

数学オリンピック（準備の様子） 

生物学オリンピック（準備の様子） 

科学の甲子園 県大会 にて 

SSH 生徒研究発表会に向けて 

メラーキラボでの活動 
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その他、メラーキラボを活用した主な取組 

(7) 台湾の高校との共同研究に向けた活動 

日時 令和３年 12 月８日（水）16:15～17:15 他２回 

  概要 １年生の希望者 14 名が参加。 

    国立新竹高級中学とのオンライン交流を行った。 

(8) 金曜講座 

日時 令和３年 4 月～ 

概要 参加者 29 名。東京大学教養学部主催の「高校生と大学生のための金曜特別講座」 を理解するチャレンジ

を行った。「分子から生命をつくる合成生物学」、「生き物の群れと微生物の泳ぎを物理の目線で見てみた

ら」、「デジタルゲームの感性学」など、オンライン受講を行った。 

 

メラーキラボ・Meraki 活動教室に配置している機器 … 今後メラーボプロジェクトにて活用ができるよう、メラ

ーキラボや Meraki 活動教室に機器を配置した。 

場所 機器 

メラーキラボ 
Windows PC（ノート型）、Android タブレット、大判印刷プリンタ、電子黒板、モバイルプロ

ジェクタ、micro:bit、統計解析ソフト、各種国際科学コンテストの書籍など 

Meraki 活動教室 

人工気象器、分光光度計、easy sense、オートクレーブ、乾熱滅菌機、定温乾燥機、インキ

ュベーター、クリーンベンチ、遠心分離機、サーマルサイクラー、フードスタンプ、電子黒

板、Windows PC（デスクトップ型、ノート・タブレット一体型）、統計解析ソフトなど 

 

実施の効果とその評価 

１ メラーキラボの活用状況 … メラーキラボ開設（令和２年度）以降の活動は次のとおりであり、今年度（令

和３年度）は昨年度（令和２年度）と比べて使用回数が増加していることがわかる。 

令和 2 年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

SSH 生徒研究発表会    3         

数学オリンピック      1 1 1 1 2   

高文連理科部発表会       2 2     

Meraki 中間発表     2        

Meraki 探究活動      1 3 1 1 1   

TAMA SSH ｾﾐﾅｰ junior      2 2 2 2    

国際性の育成プログラム          2   

生物部・地学部      2 4 4 3    

川崎市内発表会            2 

校内研究発表会            4 

かながわ探究フォーラム            2 

年度累計 0 0 0 3 5 11 23 33 40 45 45 53 

           

令和 3 年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 
Meraki  1 1 1   1 1 1   

SSH 生徒研究発表会   2 5 1       

物理チャレンジ   3         

化学グランプリ   1 2        

生物学オリンピック   2 3        

韓国との交流活動   1 2        

TAMA SSH ｾﾐﾅｰ junior     1   2    

東京大学金曜特別講座 3 4 4 2   3 3    

科学の甲子園        3 1   

数学オリンピック       4 3 4 2  

台湾とのオンライン活動       1 1 1   

年度累計 3 8 22 37 39 39 48 61 68 70  

網掛け部分は、新型コロナウイルス感染症対策などにより実施なし 

台湾の高校生とオンラインにて活動 
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２ メラーボプロジェクトの活動実績 … メラーキラボ開設以降、次の成果が挙げられた。 

令和２年度 … 神奈川県高等学校総合文化祭高等学校理科部研究発表大会 高文連会長賞（県４位相当） 生物部 

         数学オリンピック 神奈川県内上位１割の成績による表彰 

令和３年度 … 物理チャレンジ 2021 ２次チャレンジ（全国大会）進出 １名 

 

３ メラーボプロジェクト参加者の進路実績 … ＳＳＨ指定後、国際科学コンテストなどにチャレンジした生徒

について、その後の理系分野における進学状況は次のとおりである。調査対象者 14 名のうち、11 名が現役にて

理数分野の大学に進学した。 

進路先 （メラーキラボ開設年度の卒業生） 

東京工業大学 理学院／東京工業大学 物質理工学院／横浜国立大学 理工学部／千葉大学 工学部 

東京都立大学 理学部／慶應義塾大学 理工学部／早稲田大学 創造理工学部／東京理科大学 理学部 

明治大学 農学部／北里大学 看護学部／杏林大学 保健学部 

 

４ メラーボプロジェクトに活用が望まれる機器の現時点での使用状況 … 下の表は、メラーキラボの活用人数

のうち、先進的な取組（科学コンテスト、共同研究）に該当する人数の内訳を表している。１年・２年の計 40 名

については引き続きプロジェクトへの参加が考えられ、特に１年 26 名については次年度では中心的な活躍が期

待される。また、実験機器の活用状況を調査したところ 200 名程度からの回答があった（下のグラフ）。科学技術

教室の実施などを考慮すると実人数はさらに上回ると考えられるが、easy sense の使用割合が高い傾向にあり、

PC 出力ができる機器を用いた研究において外部発表などのチャレンジへの活用が考えられる。 

 

表：メラーボプロジェクト参加数（内訳） 

 1 年 ２年 ３年 

科学コンテスト 12 14 11 

（経験者）   6 

共同研究 14 0  

計 26 14 17 

 

 

 

５ ＳＳＨメラーボプロジェクト部の設立（展望） 

以上より、先進的なチャレンジに参加する生徒が増加し活動実績や進路実績が得られていることから、今後はよ

り組織的に支援する必要がある。次年度からは「ＳＳＨメラーボプロジェクト部」とし、先進的なチャレンジを望

む生徒が随時参加し、ＳＳＨ推進会議の教員を中心にすべての教員がチャレンジを推進できる体制を進めている。

放課後の活動時間を活用し、国際科学コンテストや海外との共同研究に加えて、外部での研究発表への参加に活用

できることが望ましい。 
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合格先・進学先（メラーキラボ開設年度卒業生）
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第３節 グローバルな視野を備えた科学技術人材の育成 

仮説Ⅲ 校外での探究活動の成果発表、海外の高校等との交流・共同研究により、コミュニケーション能力や 

プレゼンテーション能力、ディスカッション能力を育成できる。 

 

研究開発内容・方法・検証 

０ 前年度までの取組と課題 

令和２年度まで３年生（ＳＳＨ主対象外生徒）が

行っていた総合的な学習の時間・成果発表会では、

代表班による英語での研究発表を本校生徒対象、Ａ

ＬＴの指導・助言により実施してきた。今年度以降

は３年生がＳＳＨ主対象生徒となり、国際性を高め

るために次のテーマ（１、２）を設けた。 

 

【テーマ１】 令和３年度よりＳＳＨ主対象生徒が

発表を実施するにあたり、国際性を高める発表会

の目的として、国内外を問わず研究成果を伝える

姿勢を育むこととする。 

【テーマ２】 コロナ禍により計画が困難となって

いた共同研究について準備を再開し、グローバル

な視野を備えた科学技術人材の育成の成果指標

として、本校生徒がリーダーシップを発揮し海外

にて研究発表を行うこととする。 

 

以上のテーマから、本校が目指す国際性を「探究活動を通じて自身が伝えたい事柄を、国内外を問わずに対話す

る姿勢」、「海外の人々と協働する場面で、リーダーシップを発揮すること」とし、海外の人々に対して自身の研究

を伝える過程や、本校生徒が率先する共同研究の取組を通じて、高めることができるのではないかと考えた。 

 

１ 今年度の計画 

「探究活動を通じて自身が伝えたい事柄を、国内外を問わずに対話する姿勢」は上記【テーマ１】と関連し、Meraki

の探究活動や SDGs の視点を踏まえてすべての生徒が国際性を高めることができるよう、１学年から３学年にかけ

て国際性の育成プログラムを計画した。１学年では国際感覚を知るための「ディスカッション」、２学年では海外の

人々との対話を続けることができるよう「英語によるコミュニケーション」、３学年では相手に発見をもたらすこと

ができるよう「プレゼンテーション」と関連させることで、国際性の向上を段階的に目指すこととした。 

「海外の人々と協働する場面で、リーダーシップを発揮すること」は上記【テーマ２】と関連し、先進的に国際

性を高める生徒を輩出することができるよう、海外の高校生との共同研究や海外の研究者による研修を計画した。 

 

国際性 対象 主な関連する能力 プログラムの形態 

【テーマ１】探究活動を通じ

て自身が伝えたい事柄を、国

内外を問わずに対話する姿勢 

１年全員 ディスカッション能力 海外で活躍する人々によるワークショップ 

２年全員 
英語による 

コミュニケーション能力 
外国人講師との英語を用いての対話 

３年全員 プレゼンテーション能力 研究成果を通じて海外の人々への発表 

【テーマ２】海外の人々と協

働する場面で、リーダーシッ

プを発揮すること 

希望者 
上記の他、論理的思考力、課

題発見・解決能力 

SDGs をテーマとした、 

海外の高校生との共同研究 

海外の研究者による研修 

◀ 令和元年度、中国の高校生が来校

し、本校生徒の前で代表生徒がプレゼン

テーションを行っている様子。共同研究

では、本校の生徒が研究班の代表として

海外の高校生の前で発表できるように

なることを成果の指標とする。 

英語はツール 

海外の人 

【テーマ１】ＳＳＨ指定後（主対象生徒）：国際性の育成プログラム 

【テーマ２】：海外の高校生との共同研究の実践 

研究を通じて伝えたい事

国際性として、生徒が海外の人々に伝えようとする姿勢を高めることを目指す 

令和３年度 国際性の育成プログラムより 
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２ 取組 

【テーマ１】「探究活動を通じて自身が伝えたい事柄を、国内外を問わずに対話する姿勢」 

(1) 国際性の育成プログラム（１年） 

○概要（令和３年度の計画） 

SDGs と多様性の視点を踏まえて、様々な国や地域で活躍した経験をもつ人材とのディスカッションを行い、生

徒の科学的な思考力・判断力を高めて学術研究における国際的な視野を養うこととする。令和４年３月 14日（月）、

15 日（火）に本校１年生 278 名を対象とし、SDGs の視点を踏まえた国際性とディスカッション能力を高める機会

として実施する予定である。１日目には AFS 日本協会の学生ボランティアによるワークショップを実施し、２日

目には TBS の SDGs 企画部より講演、SDGs の取組について生徒からの提案を行う。 

当日の講師と具体的な内容は次のとおりである。 

 

○概要（令和２年度・年度末） 

  中国高校生の訪日団との交流の代替行事として、令和３年３月 11 日（木）に本校１年生（当時）277 名を対象

とし、ワークショップ「たま国際プログラム」を実施した。当日は２名の講師（かながわ開発教育センター理事・

事務局長 木下理仁氏・かながわネパール人コミュニティ代表 サプコタ・ドルラズ氏）をお招きし、様々なご

経験をお話しいただくとともに国籍や文化の異なる人々とのコミュニケーションの方法を考え、そこに生じてい

る問題を明らかにし解決策を考えていくワークショップを行った。ワークシートに記載された９つの取組につい

て、その優先順位を考え議論した。 

 

○検証（令和２年度・年度末） 

生徒の考え方も多岐に渡り、グループでの議論も深まった。また、お互いに意見を交換することで、自分では

思いつかないような考え方も知ることができ、多くの発見と学びを得ることができた。「国際」というとどうして

も海外に目を向けがちであるが、現在日本には多くの外国の方が暮らしており、どのようなことに苦労している

のか、どのような支援が必要であるかなど、非常に考えさせられることが多い講演会となった。 

 

ワークショップで取り上げた９つの取組 

A いろいろな国の言葉で対応できる「相談窓口」をつくる。 

B ことばや生活習慣の違いで困っている人を助けるボランティア活動をする。 

C 国際交流のイベントを開催する。 

D テレビ、ラジオ、インターネットなどを利用し、いろいろな国のことばで情報を流す。

E 学校や地域で「国際理解教育」に力を入れる。 

F 身近なところにいる国籍や文化の違う人と友達になる。 

G 外国人に対して差別的な行いをした人を罰する。 

H 外国人の参政権を認める。 

I 自分の文化に誇りをもち、自分らしく、のびのびと生きる。 

 

日時 講師 具体的な内容 

３月 14 日（月） 10:30～12:10 
AFS 日本協会東京学生部 

学生ボランティア 14 名 

学生ボランティアによる留学経験の

講義とグループディスカッション 

３月 15 日（火） 10:30～12:10 
TBS 社長室 SDGs 企画部部長  

TBS 社長室 SDGs 企画部兼総務局 CSR 推進部 

SDGsに関する取組みと多様性に関す

るご講演 

ディスカッションの様子（昨年度） 
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(2) 国際性の育成プログラム（２年） 

○概要 

９月 22 日（水）、株式会社インタラックより派遣された 15

名のＡＬＴを、２年生を対象とした国際交流イベントおよび

研究発表（中間報告）に招いた。英語によるコミュニケーシ

ョン能力や国際性を高めることを目的として計画し、当日は

Zoom を使用しオンラインで実施した。 

事前学習として、MerakiⅡで行っている研究の概要（その分野に興味を持ったきっかけ、先行研究、仮説、今

後の取組計画）を５分程度、英語でプレゼンテーションできるよう準備をさせた。 

当日は１～３時間目に活動を行った。１時間目は全体を３つのグループに分けそれぞれ５人ずつ外国人講師を

配置し、開会式、講師の自己紹介および質疑応答を行った。生徒が質問する際は zoom のチャット機能を活用し

た。２時間目は Meraki の分野を基に生徒を 14 グループに分け、それぞれの部屋に外国人講師を１名ずつ配置し

た。講師は自身の出身国や学生時代に研究していたことなど、より詳しい自己紹介を行い、それに対して生徒と

質疑応答などのやり取りを行った。３時間目は各班の代表生徒が講師に研究内容についてのプレゼンテーション

を行った。イラストや写真などを示しながら英語で説明し、発表後、講師からの質問に答えた。 

 

○検証 

  生徒のアンケート結果において、各発表内容への理解度は次のとおりであった。 

 76％以上 75～51％ 50～26％ 25％以下  

外国人講師の発表内容への理解 154 53 12 0 (219 人回答) 

本校生徒の発表内容への理解 159 44 7 0 (210 人回答) 

 

国際性に関係する記述（一部抜粋） 

他の国の人には、また違った見方があるかもしれないので、色々な意見を取り入れるという点で自分の研究を他の国の人に

伝えることには意義があると思いました。 

自分たちとは価値観が違うので、自分たちとは違う視点を持っているかもしれない。そうしたら、研究内容の幅が広がった

り、質が高くなったりすると思うから。 

研究内容を考える時、自分たちだけでは考え方に偏りが出てしまうので、他の人、とくに他の国の人だと日本人独特の考え

方ではない違った視点でのアドバイスをもらえてとてもよかったと思った。 

グローバルになる社会において共通言語となる英語でどこまで自分の考えを明確に伝えるかという重要性が感じられた。 

 

  生徒は英語によるコミュニケーションに多少の困難さは感じてはいるものの、外国人講師の発表内容や自分た

ちの研究内容について英語で理解することは概ねできていると言える。しかし、依然として英語による理解に自

信が持てない生徒がいるのも事実である。今後、研究が深まっていくにつれて使用する語彙が専門的になったり、

発表内容が複雑になったりすることが予想されるため、どうすれば分かりやすく伝えられるかだけでなく、まと

まった内容の英語を聞く態度を育てていく必要がある。また、生徒の自由記述からは、他の国の人に対して自分

たちの研究内容を伝えることの意義を感じたという意見が多くあり、グローバルな視野に立って物事を見ている

ことが伺える。取組自体に好意的な意見が多く、これらのことから、本取組により様々な国の講師と交流をした

ことで、より国際的な視点で物事を見つめようとする態度を育てることができたと考える。 

 

 

研究発表（オンライン）の様子 
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(3) 国際性の育成プログラム（３年）…３学年探究活動 成果発表会 

 

 

 

 

 

 

○概要 

日時 令和３年 10 月 28 日（木） 13：15～15:30  

場所 （ポスターセッション会場）本校体育館・視聴覚室、各棟廊下 

    （プレゼンテーション会場）視聴覚室・各 HR 教室（配信） 

来校 海外出身の留学生 23 名（テンプル大学、柏木学園、横浜デザイン学院） 

    本校ＳＳＨ運営指導員 

内容 

    本取組は、生徒が発表活動を通じて国際性（探究活動

を通じて自身が伝えたい事柄を、国内外を問わずに対話

する姿勢）やプレゼンテーション能力（他者が新たな発

見を得られるよう、研究成果などを伝えることができ

る）を高めることを目的とした取組であり、あわせて他

学年交流により研究成果の次世代への継承を行う位置

づけとして実施した。 

MerakiⅢに取り組んでいる各グループの生徒が、研究発表をポスターセッションにて実施し、代表班（３つ

の班）についてはプレゼンテーションによる発表を実施した。 

参観者は海外出身の留学生、本校１・２学年生徒であり、本校運営指導委員も視察した。発表グループは、

日本語によるポスターの他、英語による要旨を作成した。ポスターセッションでは、本校１・２年生が聴く場

合には日本語、海外出身の留学生が聴く場合には英語を用いて説明を行った。プレゼンテーションでは、スラ

イドや挨拶などに随時英語を取り入れるなどして、２か国語に対応する形で実施した。 

 

○検証 

 ・発表者に実施後の振り返りを実施し、海外出身の人々お

よび他学年生徒に対する発表や質疑応答に対する意識

について検証を行うこととした。 

 ・来訪者（海外出身の人々）には質問紙を配付し、生徒の

発表に対する姿勢や新たな発見が得られたかなどの項

目により、検証を行うこととした（右資料参照）。 

  

※本取組の検証は、本校の国際性育成プログラムの今後の

展望に関連するため、「４ 検証（p.41）」にて詳細を記

載する。 

 

 

 

当日の時程 

日時 内容 

13:15～13:30 開会のことば（放送） 

13:30～14:10 ポスターセッション 

14:20～14:50 プレゼンテーション 

14:50～15:30 講評・閉会のことば 

左から、来訪者に配付した研究要約の資料（抜粋）、ポスターセッションの様子、プレゼンテーションの様子 

資料：来訪者に配付した質問紙 ▶
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【テーマ２】海外の人々と協働する場面で、リーダーシップを発揮すること 

(4) 台湾国立新竹高級中学オンライン交流会 

日時 令和 3年 12 月 8 日（水）放課後 

場所 本校、新竹高級中学（オンラインにて実施） 

参加 本校 1年生の希望者 14 名 

   新竹高級中学 2年生 23 名（SDGs に関する授業を履修） 

概要 来年度以降、国立新竹高級中学と本校との共同研

究に発展させることを目標としている。 

   本時は、自己紹介・学校紹介を英語にて実施した。 

   今後は共同研究のテーマに向けて SDGs のゴール

No.6「安全な水とトイレを世界中に～Clean Water and 

Sanitation～」を軸に生徒が決めていく。今後は、共

同研究のテーマ設定に向けて、「水」をテーマに英

語でディスカッションに挑戦する計画である。 

新型コロナウイルス感染拡大の影響 ●海外研修および共同研究…［影響前］1 月に台湾交通大學を訪問した研修を計画。海外の高校生

との共同研究（昨年度延期）。［影響後］オンラインにて台湾交通大學との研修を実施。台湾新竹高級中学との共同研究を開始。 

(5) 国立陽明交通大学（台湾）オンライン研修 

日時 令和 4年 1 月 14 日（金）放課後 

場所 本校、国立陽明交通大学（オンラインにて実施） 

参加 本校希望生徒 20 名 

講師 国立陽明交通大学 副教授 平松弘嗣 

概要 講師による講演および生徒発表（大学院生との質疑応答含む）を実施した。 

生徒は事前課題（「食塩の結晶製作、匂いが生じる仕組み」）に取り組んだ上で、英語で発表を行った。 

検証 実施直後に、参加生徒による振り返りを行った。

アンケートにて、73.3％の生徒が「とても有意義だ

った、理科と英語の勉強を頑張りたい」と回答して

いた。生徒 A、B による振り返り（右表）より、理

科・英語に対する学習意欲を喚起する効果が得られ

たと考えられる。また、生徒 C による振り返りから

は「実際に手を動かしてみること」という講師から

のメッセージを受け止めたことがわかる。 

(6) サイエンスダイアログ 

日時 令和３年７月 14 日（水）放課後 場所：本校 

参加 ２年生 25 名（Meraki 生命・地球クラス所属） 

講師 東京大学・未来ビジョン研究センター(IFI) Himangana GUPTA 研究員 

概要 日本学術振興会による「外国人特別研究員事業（サイエンス・ダイアログ）」 

を通じて講師を派遣していただき、里山プロジェクトについて英語による講義および質疑応答を行った。 

検証 実施直後に講義の理解度や科学分

野への関心の高まりなどについて、自

己評価を行った。講義がすべて英語で

行われたこともあり、理解度は 50%程度であった。一方で、日本里山の保全活動をロールモデルとして世界に

広げていこうとする講師の熱意や、紹介された様々な事例により科学分野への関心は概ね高まったようである。 

活動の流れと今後の計画 

日時 内容 

10 月 20 日 参加生徒応募〆切 

11 月 9 日 事前準備・生徒のグループワーク 

12 月 6 日 プレゼンテーション練習 

12 月 8 日 オンライン交流会１回目 

3 月 11 日 オンライン交流会２回目（予定） 

振り返り 

生徒Ａ 自分は英語に自信があったけど質疑応答がうまくできなく

て悔しかった。でもそこから話せるようになりたいと思ったので参

加してよかった。先生は、ノンネイティブな言語をスラスラと話さ

れていて聞き取ることが大変でした。すごかったです 

生徒Ｂ 授業で習った化学の内容に関連のあること、化学だけでは

なく、物理の波や生物(鼻の仕組みなど)の内容も平松先生の解説の

中にあり、理科の中のつながりが見えておもしろかったです。 

生徒Ｃ ｢実際にやってみた人にしかわからない学びがあるからとに

かくやってみること｣という話が一番印象的だった。発表しなかった

が事前に塩の結晶を作っていたので先生の解説にとても納得でき

た。塩の結晶ができた時の喜びもやっぱり実際に手を動かさないと

味わえなかったと思う。 

 100 ％ 75％ 50％ 25％ 0％ 

講義の理解度 0 人 4 人 14 人 5 人 2 人 

科学分野への関心の高まり 1 人 9 人 11 人 4 人 0 人 

（左）英語によるスライド作成・発表（右）平松教授による講義 

当日のオンラインにて交流の様子 

当日の様子 

（アンケート結果 一部抜粋）
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実施の効果とその評価 

【テーマ１】「探究活動を通じて自身が伝えたい事柄を、国内外を問わずに対話する姿勢」 

前記取組のうち、本テーマに最も関連している取組(3）「国際性の育成プログラム（３年）」（p.39）について、生

徒の振り返りは次のとおりである（回答数 180 人）。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明・質問のいずれも、対象が海外の人々と後輩とでは到達割合に差は見られる。意欲については、過半数

以上の生徒が言語の違いによる変化はなかったと感じており、さらなる向上が期待される。生徒の記述では、

研究に関する英単語や会話の経験、発表の準備、自身の研究に対する理解などが挙げられており、手立てとし

ては国際性プログラムの他、授業での会話実践や探究活動の計画などが挙げられる。 
次に、来校した海外出身の学生（23 人）に対して、

「生徒の発表の姿勢」および「関心を持った研究」に

ついて訊いたところ、Table１、２のとおりであった。 

Table１の total(81/115)は、70％程度の班が良好な

態度で発表を行っていたことを示している。 

Table２より、(a)仮説の更新や研究の積み重ね、

(b)複数の研究手法の試み、(c)複数の研究を通じた

改善、(d)(e)優れた研究の構成が評価されていた。

これらの視点は Meraki にて重視する到達項目と

一致しており、探究活動の成果の向上が国際的な

成果発表の充実に通じることが示唆されている。

また、(f)優れた英語の活用により自信を持ってい

ることを評価しているケースもあり、語学力上達

の重要さもあわせて示唆されている。 
現１・２年生の今後の国際性に関する取組については、上記を踏まえて準備してくことが望ましい。 

【テーマ２】海外の人々と協働する場面で、リーダーシップを発揮すること 

前記取組(4)～(6)（p.40）について、計 59 名の生徒が先進的な国際性に取り組んだ。昨年度の希望者対象の国際

性プログラムに直接参加した生徒の合計人数が 40 名であったことから、規模の拡大は見られる。次年度以降はこれ

までの参加者を中心に、海外の人々と協働して活動する場面を想定した内容を計画し、到達状況を検証する。 

海外の人からの質問に答えるにはどのようなことが大切ですか（自由記述） 

相手の英語が全て完璧に分からなくても、言いたい事だけでも分かるように聞き取ること／あらかじめ質問されそうな内容を想定しておくことが大切だと思い

ました／リスニングと同じように強調されているところを聞き逃さないようにする／自分の研究用語について知っていること／自分の研究などについてまずは

しっかり理解してそこから、英語での理解を試みること／はじめから、他の国のヒトにも伝えることを意識して、取り組むこと／英語に慣れておくこと。 

Questions ① total 
How many presentations did you watch? 115
How many of them had a good attitude when 
speaking? 
(For example, they made eye contact well, or they 
gave a presentation in a loud and clear voice.) 

81 

Questions ② Please tell us what research theme you found to 
be interesting. 

theme? why? 

Naturally occurred 
plastic 

When their hypothesis failed, they simply improved 
it and kept going. Also, the problem is well 
addressing. →(a) 

Sustainability 
edible straws 

Very creative idea & they did a good job trying 
multiple methods. →(b) 

How to improve 
memory 

Improvement through the first and second 
experiment. →(c) 
Very well constructed. →(d) 

Kiwi stain 
Remover 

Very well structured. →(e)  It was interesting to 
see how different components of fruit could be used 
to tackle everyday stains in clothes!  

Aquaponics English was perfect. The student was confident. →
(f)

36.0%

11.7%

51.2%

42.2%

11.6%

32.8%

1.2%

13.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後輩の生徒に対して

海外の学生に対して

自分の説明は伝わりましたか。

すべての人に伝わった 半分の人に伝わった
1人には伝わった 誰にも伝わらなかった

35.5%

30.3%

58.1%

48.5%

6.5%

21.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後輩から

海外の学生から

質問には答えられましたか。

２つ以上答えられた。 １つの質問に答えられた。
答えられる質問はなかった

16
89

25
96

39
88

0 50 100 150

その他

話したい事（英文）を準備しておく

SDGsなど関心の高い研究テーマである

英会話を多く経験している

研究の成果が得られている

研究に関する英単語を調べておく

海外の人々に研究を伝えるためには

どんなことが大切だと思いますか。

その他（抜粋）：ジェスチャー、表や写真を使う、キーワードを用意、伝えようとする 

106 73

0 50 100 150

２つの言語（日本語と英語）を用いることで

発表の意欲は変わりましたか。

どちらの語を用いても、伝えようとする意欲は変わらなかった。

使用する語によって、伝えようとする意欲は変わると感じた。（単位：人）

Table 1 

Table 2 

（回答：上段左右 180 人、下段左 179 人、下段右 168 人）。
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第４章 ＳＳＨ事業の運営 

１ 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

(1) 推進体制 

・本校の校務分掌にて、ＳＳＨ事業の企画立案・運営を含んだ学校開発に関する諸事業を、学校経営推進グルー

プ（以下、Ｇ）が所掌している。 

・指定初年度（令和元年度）は、学校経営推進Ｇの教員からＳＳＨ担当者を選出した上で、学事Ｇ、学校管理運

営Ｇ、キャリアガイダンスＧ、生徒支援Ｇより１名ずつを加えてＳＳＨ推進会議を設置した。 

・令和２年度以降は業務の一層の推進を図るため、学校経営推進Ｇの全教員を「ＳＳＨ推進会議」の構成員とし

た上で、学校の経営会議である「企画会議」の構成員（各Ｇリーダーの教員）を加えて、「拡大ＳＳＨ推進会議」

を設置した。 

 

(2) 組織図および組織運営の方法 

 

①ＳＳＨ事業に関する研究開発については、ＳＳＨ

推進会議で立案した上で、拡大ＳＳＨ推進会議で

の協議・調整を経て、職員会議にて全教員に伝達

する。 

②Meraki における研究開発は、ＳＳＨ推進会議にて年間指導計画の作成および各授業の実施計画を立案する。各学

年の Meraki 担当教員にて実施計画の調整および具体的な教材開発を行う。取組の進捗状況については、ＳＳＨ推

進会議にて随時共有を行う。ＳＳＨ推進会議主担当者は進行状況を監督し、取組の検証を適宜実施している。 

③教科横断的な学習については、ＳＳＨ推進会議が実施計画および検証計画を立案した上で、ＳＳＨ推進会議主担

当者が教科代表者会議を召集する。各教科代表者を通じて教科会にて連絡を行い、授業担当者が教材開発を行い、

実施後の振り返りを行う。 

④ＳＳＨ事業の研究開発について年２回の運営指導委員会にて取組の状況を報告する。運営指導委員による指導・

助言を通じて研究開発の見直しを行い、改善の経過を次回の運営指導委員会にて報告する。 

 

本校・運営指導委員 

氏名 所属 役職 専門分野 

桐村 光太郎 早稲田大学理工学術院先進理工学部応用化学科 教授 応用生物化学 

桑田 孝泰 東海大学理学部情報数理学科 教授 離散幾何学 

横川 慎二 
電気通信大学 i₋パワードエネルギー・システム研

究センター 
教授 統計学又は情報工学 

相澤 哲哉 明治大学理工学部機械情報工学科 教授 工学 

杉浦 正吾 東京都市大学教育開発機構 特任教授 環境学 

栗原 英俊 株式会社富士通研究所ソフトウェア研究所 
プロジェクトディ

レクター 
情報学 

招集
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２ 成果の発信・普及 

多摩高校ＳＳＨ通信（情熱メラーキ）にて本校のＳＳＨに関する取組を掲載し、ホームページで配信したり教室

で掲示したりしている。生徒の閲覧状況を調査したところ図１の通りであった。関心のある記事について見ている

という回答が比較的多いが、絶対数としてはやや少ないため発信の工夫により閲覧数の増加は見込まれる。 

校内にＳＳＨコーナー（掲示スペース）を設けて、研究ポスターなどを掲示している。注目状況を調査したとこ

ろ図２の通りであった。上級生の発表ポスターの閲覧が高く、Meraki の参考としていることが考えられる。今後は

科学コンテストにも注目が高まるよう、周知の工夫が考えられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

本校ホームページのＳＳＨに関するページについては、上述の情熱メラーキの

他、Meraki の相互評価シート、教科横断的な学習の取組、国際性の取組などを掲

載している。公開研究授業などの発信も行い、今年度 12 月の実施では、県内の高

等学校の他、東京都、宮城県などから申込があった。また、ＳＳＨの紹介を含む

英語版の学校ホームページを設けた。国際性の育成プログラムの実施にあたり、

依頼先への本校紹介などへの活用が考えられる。 

  

３ 先進校視察 今年度は次の２校について先進校視察を行った。参考となった内容は次の通りである。 

都道府県 学校 日時 

東京都 東京都立立川高等学校 令和３年 12 月 9 日（木） 15 時 30 分～16 時 50 分 

参考となった内容

１探究活動…1 年生の探究科目では個人で研究を行い、論文集を作成。２年生では全生徒のうち 80 名程度の

理数系の生徒については全員コンテストに参加するなど、探究科目における全体的な取組の中で個々のパ

フォーマンス向上や先進的な生徒の推進体制がとられていた。 

２国際性の取組…台湾との交流に先進的な理数系の生徒が参加、英語のコミュニケーション英語の一部を「Ｓ

Ｓ英語」として実施し、教科と連携して語学力を高めていた。 

３科学分野の部活動…放課後の活動を物・化・生・地の実験室および屋上で行っており、部活動生徒と探究科

目の生徒がそれぞれの活動を実施しており、本校にて「ＳＳＨメラーボプロジェクト部」を推進する上でモ

デルとなる活動状況であった。 

 

都道府県 学校 日時 

鳥取県 学校法人鶏鳴学園 青翔開智高等学校 令和 4 年１月 11 日（火） 10 時 30 分～13 時 30 分 

参考となった内容

１デザイン思考を取り入れた「探究基礎」…スタンフォード大学の枠組をアレンジして使っている。ルーブリ

ックは２種類（SEKAI6.1 フレームとデザイン思考フレーム）用意している。 
２探究スキルラーニング…各教科で行った探究的な実践を、共通のフォーマットで蓄積していることが大変

参考になった。学校として「育てたい資質」と紐づけた「評価項目」を校内で共有し、それぞれにタグ（１

～18）をつけて、どのタグの資質能力が育成されたのかをルーブリック評価している。 
３プログラミング教育…「探究」の授業は探究する時間とし、それ以外のインプットを「次世代」という新設

科目で行う。各単元の冒頭に一流の外部講師を招き、ゴールのイメージを明確化するという計画である。 
４学習評価の開発…学習活動における生徒の進捗状況や、自己評価と教員の評価の推移が可視化され、適切に

フィードバックできるようにしている。 
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４ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

(1) ３年間の取組の評価・検証と４年目に向けた各取組の深化・発展 

SDGs を活用した教科横断的に行う学習の取組 

  SDGsの視点やプログラミング的思考を含む

取組により、全学年を対象として資質・能力

を教科横断的に高めるための体制が整った。

特に３年目の SDGs Days ではディスカッショ

ンやプレゼンテーションをテーマとし、３年生の発表や質疑応答の意識が向上するなど、成果が見られた（資料

❹－５，質問９～１２）。しかし、教科横断的な学習の取組を通常の授業に反映させるには検討の余地があり（資

料❹－８，A-4）、そのきっかけとして２日間で集中的に行ってきた「SDGs Days」を通常の授業の一定期間に実施

するなどが考えられる。公開研究授業については、県立高等学校指定校（理数教育推進校）事業と SSH の趣旨に

よる実践を兼ねていたが、次年度以降は SSH の趣旨による実践として、教科横断的な学習の深化や取組の普及を

検討する。 

学校設定教科「Meraki」の設置と探究活動の深化 

MerakiⅠ～Ⅲのカリキュラムを完成させた。探究活動の成果として、①Introduction の作成、②研究の深化、

③結果の客観性、④SDGs など社会貢献の展望を指標とし（資料❹－４）、相互評価の活用などにより達成度を高

めることを目標とする。教員向け意識調査（資料❹－８）においても、「探究活動の支援に対する関心の高まり」、

「Meraki は生徒の成長に通じる取組となっている」との回答割合が高く、学校全体の取組として浸透が進んでき

たことが反映されていた。一方で、「探究活動の授業の進め方」「探究活動の評価の仕方」については過半数程度

が身に付いたという認識であり、今後の手立てを考える必要がある。評価の妥当性および信頼性を高めるため、

ルーブリックの各項目を具体化して共有するなどの手立てが考えられる。 

  ２年目より学びの土台づくりとして導入した「TAMA SSH セミナー」では、本校生徒対象の「student」の他、

中学生対象の「junior」を行うことで、入学から卒業まで数学・理科に関心を持っている生徒が高い水準で維持

することが期待でき（資料❹－９，質問１）、理系選択者が向上し維持される（以下グラフ１，２）などの成果が

挙げられる。今後も１年生を対象とした「student」の継続、小中学生を対象とした科学教室として「junior」の

実施など、現行体制を継続することが妥当である。「teacher」においても教員の探究活動の意識の変容などが実

施後アンケートや取組にも表れている（p.31 参照）。今後は外部講師招聘に限らず、本校の取組方針および探究

活動に関する支援方法を共有するなど、校内独自に実施することも考えられる。 

  ２年目に開設したメラーキラボを活用した先進的なチャレンジ「メラーボプロジェクト」では、１年目から科

学コンテストに参加し続けた生徒が３年目の物理チャレンジにて２次チャレンジに進出、コンテストの参加者お

よびメラーキラボ使用回数の増加など成果が得られた。今後は「ＳＳＨメラーボプロジェクト部」として、国際

科学コンテストの他、探究活動を先進的に取り組む生徒の活動時間が増加できる体制とし、研究の高度化が望ま

れる。また、理系分野の大学進学も増加傾向にあり（以下、グラフ３）、維持する取組となることも望まれる。 

  学校全体の教育活動における探究活動への関心には工夫の余地がある（資料❹－９，質問２，３）。伝統的に「文

武両道」「行事の多摩」として定着している多摩高校の学校生活には生徒の主体的な活動が内在しており、探究活

動を生徒の主体的な活動の機会として放課後の時間を活用することが関心の向上に通じるものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

現行 指定４年目以降 

SDGs Days （９月に２日間） 

公開研究授業（県立高校指定校

事業および SSH の趣旨による）

SDGs Days 教科横断 

(９月の一定期間)

公開研究授業（SSH 趣旨による）
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グローバルな視野を備えた科学技術人材の育成 
 各学年で全員を対象とする「国際性の育成プログラム」、先進的な生徒が行う「海外高校生との共同研究」など中

心となる開発事項の体制が整った。また GTEC における CEFR の評価分布が上昇傾向にあり（以下、グラフ４，５）、

英語力の向上が見られた。一方で、国際性を通常の授業にて実践するには工夫の余地があり（資料❹－８，A-5）、

国際性の手立てが、育成プログラムによる単発的な取組に拠らないよう関連教科との連携を行うことが望ましい。

また学校全体の教育活動における国際性の関心には工夫の余地があり（資料❹－９，質問２、４）、活動を発信する

など国際性を周知させることが手立てとして考えられる。例えば CEFR 分布を基に B1 以上を有する生徒への参加の

推進や活動の発信を行い、国際性の取組に対する全体的な関心の高まりとあわせて CEFR の全体評価が A-2 から B-

1 へ移行していくことが望ましい。今後は「伝える姿勢」をテーマとした全体的な国際性の資質の向上と、先進的

な生徒による共同研究の実現により「リーダーシップを発揮する」生徒の輩出が望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs の視点を踏まえることについて 
 探究活動では「研究成果の社会貢献に関する展望」、教科横断的な学習の取組では「各教科に関連する課題や話し

合いの題材として提示」、グローバル人材の育成では「共同研究のテーマを定める手がかり」として、各研究開発に

おける SDGs の取り入れ方が定着してきた。企業の取組例なども増えており連携した取組による発展も考えられる。 
 

(2)今後の研究開発の方向 … 次年度における重点的な取組を以下の３つとする。 

○ Meraki 指導計画の修正と、パフォーマンス達成率の向上 

○ ＳＳＨメラーボプロジェクト部を核とした研究チャレンジの推進、探究活動への関心の向上 

○ 海外との共同研究の進展および国際性の取組に対する関心の向上 

探究活動と国際性における関心を高めるとともに資質・能力を向上することができるよう、教科横断的な学習を

生徒の学習の流れに応じて適切に計画することとする。 

なお、学校設定教科「Meraki」の配置修正は次のとおり計画している。 

 MerakiⅠ MerakiⅡ MerakiⅢ 

現行 

研究のプロセスについて 

調査・実験の実行（試行） メラーキクラス・Introduction 

調査・実験の実行、情報活用 
調査・実験の実行（深化） 

情報活用 

４年目以降 

研究のプロセスについて 

メラーキクラス・Introduction 

［前期］調査・実験の実行 

［後期］調査・実験の実行（深化） 
調査・実験の実行（深化） 

情報活用の高度化 情報活用の高度化 

現行は、Ⅰで行う調査・実験（試行）とⅡ以降に行う調査・実験の研究テーマが必ずしも連続していなかったた

め、Ⅱの Introduction 作成以降は調査・実験を２回行い研究を深化させていた。また情報活用については、主に探

究活動に活用するソフトウェアのスキル習得を中心に行った。 

次年度以降は、現行のⅡで行う Introduction の作成をⅠの後期に行い、Ⅱ・Ⅲにかけて調査・実験を３回設ける

ことで仮説の更新の機会を拡大し、研究の深化をより一層行うことができる計画とする。また情報活用については、

新学習指導要領「情報Ⅰ」の内容に準じ、探究活動の文脈とあわせながら情報活用の高度化を進める。その他、「理

数探究基礎」の内容を主に MerakiⅠ、「理数探究」の内容を MerakiⅡ・Ⅲに反映させた実施計画とする。 

本文、以上 
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❹　関係資料

4 小　計

教科
                                                    学級数
科目

標準
単位数

MerakiⅠ※ 2 2
MerakiⅡ※ 2 2
MerakiⅢ※ 1 1

学校外活動※ ボランティア活動※ 0～3
3～6 ▲ ▲

27 14 8～18 86～96
3 1 1 3

15 8～18 89～99

❹－１　令和３年度　教育課程表

入  学  年  度 令和３年度

小学科又は類型

学　　　　  年 1 2 3

7 7 7

国
　
　
語

国語総合 4 4 4

現代文Ｂ 4 2 2 4

古典Ｂ 4 3 3

選択現代文※ 2 0,2

小論文※ 2 0,2

基礎古典※ 2 0,2

発展古典※ 3 0,3

地
理
歴
史

世界史Ａ 2 2 2

世界史Ｂ 4 2 4 0,6

日本史Ａ 2 2 2

日本史Ｂ 4 2 4 0,6

地理Ａ 2 2 2

地理Ｂ 4 4 0,4

地理研究※ 2 0,2

公
民

倫理 2 2 2

政治･経済 2 2 2

探究倫理※ 2 0,2

探究政経※ 2 0,2

数
　
　
学

数学Ⅰ 3 3 3

数学Ⅱ 4 3 3

数学Ⅲ 5 5 0,5

数学Ａ 2 2 2

数学Ｂ 2 3 3

探求数学β※ 4 0,4

探求数学γ※ 3 0,3

解法数学α※ 2 0,2

解法数学β※ 3 0,3

理
　
　
　
　
科

物理基礎 2 2 2

物理 4 4 0,4

化学基礎 2 2 2

化学 4 4 0,4

生物基礎 2 2 2

生物 4 4 0,4

地学基礎 2 2 0,2

物理基礎研究※ 2 0,2

化学基礎研究※ 2 0,2

生物基礎研究※ 2 0,2

地学基礎研究※ 2 0,2

探究物理※ 2 0,2

探究化学※ 2 0,2

探究生物※ 2 0,2

総合地学※ 4 0,4

保健
体育

体育 7～8 2 2 3 7

保健 2 1 1 2

芸
　
　
　
術

音楽Ⅰ 2 2 1 0,3

美術Ⅰ 2 2 1 0,3

書道Ⅰ 2 2 1 0,3

音楽表現※ 2 0,2

美術表現※ 2 0,2

実用書道※ 2 0,2

外
　
国
　
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 4

英語表現Ⅱ 4 2

4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 3 3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 4 4

英語表現Ⅰ 2 2 2

2 4

英文法･構文研究※ 2 0,2

英文読解※ 2

英作文※

0,2

2 0,2

家庭 家庭基礎 2 2 2

情報 情報の科学 2 ● ●

2(専)家 庭 フードデザイン 2～6 0,2

Meraki※

0～3 0～3 0～3
総合的な探究の時間 ▲

計 32 5
ホームルーム活動 1

総　　　計 33 33

■…SSHに関する学校設定科目　　■…令和３年度にSSHに関する教科横断的な学習を行った科目（他に３年生全員を対象に数学・理科の授業を実施）

備　　　考

２学期制実施・70分授業・週25時間・５時間目の設定
※を付したものは学校設定教科・科目を示す。
２年次の芸術は１年次選択の科目を継続する。
○SSHの教育課程の特例として、教科「情報」の「情報の科学」１単位（●）と「総合的な探究の時間」１単位（▲）を「Meraki
Ⅰ」２単位で代替。「情報の科学」１単位（●）と「総合的な探究の時間」１単位（▲）を「MerakiⅡ」２単位で代替。「総合的
な探究の時間」１単位（▲）を「MerakiⅢ」１単位に代替する。
学校設定科目「ボランティア活動」は３年間で３単位を上限とし、卒業に必要な単位数には含めない。
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１ 　興味を持った事柄の中から、与えられたテーマに沿った探究課題を設定することができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

２ 　探究課題の設定理由を明らかにすることができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

３ 　探究課題について、その目的やねらいを明らかにし、先生や他の生徒と相談しながら取り組むことができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

　あらかじめ課題解決の仮説を立てて、探究に取り組むことができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

５ 　仮説を立てて取り組んだ探究課題の解決内容について、適切な検証方法を考えることができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

　調べ学習をする際に、インターネット以外に３つ以上の方法を使うことができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

７ 　設定した探究課題の解決にあたり、自分の考えを盛り込むことができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

８ 　研究成果を期限内にレポートにまとめることができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

９ 　ポスターやプレゼンテーションソフトなどを活用しながら、自分の理論をわかりやすく効果的に説明することができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

　発表のあとの質疑応答を想定するとともに、想定質問に対する回答内容を準備することができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生 ３年生
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　発表後の質疑応答において、想定問答集も活用しながら、質疑に適切に対応し回答できる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

　想定外の質問に対しても、その趣旨を踏まえた明解な回答ができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

　探究活動を他の生徒と協働しながら行うことができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

　他の生徒の成果を踏まえ、活用しながら自らの研究を進めることができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

　他の生徒の成果や課題を指摘し、自らの研究に反映することができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

　ＳＤＧｓについて説明することができる。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

　探究活動の延長として、昼休みや放課後等の時間を利用し、グループや学年を越え、共同して実験をしたり何かを作ったりしてみたいと思う。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

　プログラミングを用いた探究のテーマ設定や実験をしてみたいと思う。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前

　科学コンクールやコンテスト、学会での発表などに参加したいと思う。

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数

前 調査時期：12月～１月

　ＳＳＨとして実施する海外研修（来年度以降）に参加したいと思う。

表の見方

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 指定

３　…　指定３年目（令和３年度入学生）

２　…　指定２年目（令和２年度入学生）

１　…　指定１年目（令和元年度入学生）

前 前　…　指定前年度（平成30年度入学生）

　海外の高校生や大学生と交流し、科学的なテーマで意見交換したり、共同研究をしたりしてみたいと思う。

かなり …　かなりあてはまる

指定 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 かなり わりに わからない あまり ほとんど 回答数 わりに …　わりにあてはまる

わからない …　わからない

あまり …　あまりあてはまらない

ほとんど …　ほとんどあてはまらない

前 肯定率対象　…　「かなり」「わりに」

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生 ３年生

３年生

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生

１年生 ２年生

１年生 ２年生

１年生 ２年生

１年生 ２年生

１年生 ２年生 ３年生

１年生 ２年生

— 51 —



— 52 —



— 53 —



— 54 —



— 55 —



— 56 —



— 57 —



【
令
和
２
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
】
 

〇
国
際
性
育
成
に
つ
い
て
 

・
日

本
人

で
グ

ロ
ー
バ

ル
に

活
躍
し

て
い

る
人
を

紹
介

し
た
プ

ロ
グ

ラ
ム
も

、
生

徒
に
と

っ
て

効
果
的

な
も

の
に
な

る
の

で
は
な

い
か
。
 

・
サ
イ
エ
ン
ス
ダ
イ
ア
ロ
グ
は
ぜ
ひ
継
続
し
て
実
施
し
て
ほ
し
い
。
 

・
今
年
度
は
計
画
的
に
国
際
性
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
用
い
て
、
現
地
に
行
く
だ
け
で
は
な
い
国
際
 

性
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
 

・
国
際
性
の
評
価
は
難
し
い
が
、
英
検
な
ど
の
資
格
試
験
に
お
け
る
受
検
者
の
ス
コ
ア
や
、
海
外
の
大
学
に
進
学
し
た
生
徒
の
人
数
 

 
が
指
標
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
 

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
高
校
生
と
交
流
し
て
は
ど
う
か
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は

SS
H
の
よ
う
な
学
校
が

10
校
程
度
あ
る
。
箱
根
へ
の
研
修

旅
行
で
日
本
史
と
の
関
連
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
生
徒
と
話
す
だ
け
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史
と
併
せ
て

な
ぜ
科
学
を
重
ん
じ
る
の
か
が
よ
く
わ
か
る
と
思
う
。
 

・
新

し
い

研
究

分
野
に

つ
い

て
の
情

報
を

キ
ャ
ッ

チ
ア

ッ
プ
す

る
に

は
、
海

外
の

も
の
も

オ
ン

デ
マ
ン

ド
で

配
信
さ

れ
て

い
る
の

で
、
メ
ラ
ー
キ
ラ
ボ
で
一
緒
に
視
聴
す
る
機
会
を
設
定
す
る
の
は
ど
う
か
。
 

〇
探
究
活
動
に
つ
い
て
 

・
高
度
な
実
験
器
具
の
使
い
方
を
講
義
す
る
計
画
は
大
変
良
い
。
良
く
知
っ
て
い
る
人
か
ら
使
い
方
を
聞
く
こ
と
で
、
道
具
の
使
い
 

方
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
が
膨
ら
み
、
実
験
の
ア
イ
デ
ア
に
も
な
る
。
大
学
で
も
様
々
な
セ
ン
サ
で
計
測
し
て
見
せ
、
何
が
で
き
 
 

る
の
か
を
見
せ
て
い
る
。
何
が
で
き
て
、
ど
れ
だ
け
面
白
い
の
か
を
知
る
こ
と
が
重
要
。
 

・
研
究
の
計
画
や
ね
ら
い
は
重
要
で
か
つ
難
し
い
。
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
て
こ
入
れ
が
必
要
。
実
験
の
ね
ら
い
が
き
ち
ん
と
定
 

ま
る
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
り
、
発
表
に
ま
で
影
響
す
る
。
 

・
高
大
接
続
に
つ
い
て
は
、
高
校
と
大
学
が

Wi
n-
wi
n
の
関
係
に
な
る
よ
う
に
考
え
た
い
。
大
学
と
し
て
は
高
校
生
に
大
学
の
研
究
 

レ
ベ
ル
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
機
会
と
し
た
い
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
を
含
め
て
検
討
す
る
。
 

【
SS
H
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
】
 

・
SD
Gs

に
仕
事
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
が
、
SD
Gs

を
こ
こ
の
事
象
に
紐
づ
け
る
と
い
う
時
代
は
終
わ
っ
て
い
る
。
20
30

年
、
生
徒

が
25

歳
の
年
を
見
据
え
て
、
ポ
ス
ト

SD
Gs

の
先
進
的
な
学
び
の
手
法
を
考
え
る
べ
き
。
 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
自
分
が
何
を
伝
え
た
い
の
か
を
明
確
に
し
て
練
習
す
る
。
指
導
に
当
た
っ
て
は
、「

TE
D
を
 

10
0
本
見
る
」
な
ど
の
具
体
的
な
指
示
を
与
え
る
の
が
良
い
。
 

・
多
摩
高
校
の

SS
H
事
業
概
念
図
が
あ
る
が
、
抽
象
的
な
こ
と
を
書
く
と
良
い
こ
と
を
盛
り
込
も
う
と
し
て
焦
点
が
定
ま
ら
な
く

な
る
傾
向
が
あ
る
。
抽
象
的
な
概
念
に
、
具
体
的
に
何
が
関
係
し
て
い
る
い
る
の
か
を
１
枚
の
紙
に
書
き
込
ん
だ
も
の
（
例
え
ば

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
キ
ャ
ン
バ
ス
の
よ
う
な
も
の
）
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
迷
っ
た
ら
そ
こ
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
研
究
を
発
表
し
た
後
、
振
り
返
り
を
入
れ
る
の
は
と
て
も
良
い
。
研
究
は
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
だ
が
、
振
り
返
り
、
深
く
考
え

る
時
間
が
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
に
も
つ
な
が
る
。
 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
は
予
備
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
設
問
に
工
夫
を
す
る
と
よ
い
。
 

・
学
校
の
年
間
行
事
と

SS
H
事
業
が
ど
の
よ
う
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
の
か
を
資
料
と
し
て
出
せ
る
と
、
SS
H
事
業
の
意
図
が
伝
わ

り
、
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
苦
し
み
を
も
っ
と
記
録
し
て
お
い
て
よ
い
。
 

・
SD
Gs

へ
の
取
組
の
具
体
が
少
な
い
。
こ
の
１
年
で
手
当
て
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

・
Me
ra
ki

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
蓄
積
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
分
析
す
る
か
が
重
要
に
な
る
。
SD
Gs

や
国
際
性
、
科
学
的
な

リ
テ
ラ
シ
ー
は
ど
う
進
展
し
た
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
数
値
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
即
答
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
。
 

【
指
導
・
助
言
】
 

・
発
表
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と
感
じ
る
。
フ
ロ
ア
か
ら
も
鋭
い
質
問
が
出
て
い
た
。
全
生
徒
が

SS
H
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
だ
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
う
。
あ
る
程
度
肩
の
力
を
抜
い
て
、
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
。
 

・
数
学
の
発
表
者
に
は
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
。
数
学
に
興
味
が
あ
る
生
徒
は
、
探
究
活
動
で
も
数
学
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
 

・
よ
く
や
っ
て
い
る
の
で
こ
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
ほ
し
い
。
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
。
 

・
高
校
時
代
の
数
学
研
究
会
に
「
教
授
」
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ー
的
な
チ
ュ
ー
タ
ー
が
い
た
。
外
部
の
人
材
を
活
用
し
な
が
ら
、
生
徒

の
あ
こ
が
れ
の
存
在
を
用
意
で
き
る
と
よ
い
。
 

❹
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10
 
運
営
指
導
委
員
会
 
議
事
録

 
 

令
和
２
年
度
 
第
２
回
神
奈
川
県
立
多
摩
高
等
学
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
運
営
指
導
委
員
会
 
議
事
録

 
 日
時
：
令
和
３
年
３
月

24
日
（
水
）

15
:1

5～
16

:4
5 

場
所
：
多
摩
市
民
館
 
大
ホ
ー
ル

 
出

席
者

：
 

運
営

指
導

委
員

 

桐
村
 
光
太
郎
 
委
員
（
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
先
進
理
工
学
部
応
用
化
学
科
教
授
）
 
 

 
桑
田
 
孝
泰
 
委
員
（
東
海
大
学
理
学
部
情
報
数
理
学
科
教
授
）
 
 

 
横
川
 
慎
二
 
委
員
（
電
気
通
信
大
学
 

i₋
パ
ワ
ー
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
 

 
相
澤
 
哲
哉
 
委
員
（
明
治
大
学
理
工
学
部
機
械
情
報
工
学
科
 
教
授
）
 

 
杉
浦
 
正
吾
 
委
員
（
東
京
都
市
大
学
教
育
開
発
機
構
 
特
任
教
授
）

 
栗
原
 
英
俊
 
委
員
（
株
式
会
社
富
士
通
研
究
所
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
 

 
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課
 

 
松
本
 
靖
史
（
専
任
主
幹
兼
指
導
主
事
）、

山
口
 
真
也
（
指
導
主
事
）、

田
村
 
悠
（
主
任
主
事
兼
指
導
担
当
主
事
）

 
多
摩
高
校
 

 
野
田
麻
由
美
（
校
長
）、

川
端
啓
明
（
副
校
長
）、

浅
井
祐
一
（
教
頭
）、

今
井
い
ず
み
（
事
務
長
）、

巽
直
彦
（
総
括
教
諭
）、

 
石
原
徳
子
（
総
括
教
諭
）、

清
水
幹
治
（
総
括
教
諭
）、

栗
原
精
一
（
総
括
教
諭
）、

坂
梨
欣
哉
（
総
括
教
諭
）、

重
田
寿
夫
（
教
諭
）、

大
竹
保
幹
（
教
諭
）、

立
川
公
子
（
教
諭
）、

坂
口
大
介
（
教
諭
）、

仲
山
可
那
子
（
教
諭
）、

田
中
大
希
（
教
諭
）

 
 研
究
協
議
：

 
〇
本
校
校
長
よ
り
冒
頭
挨
拶
の
中
で
、
次
年
度
に
向
け
て
の
課
題
と
し
て
、「

意
欲
的
に
授
業
時
間
を
超
え
て
取
り
組
み
た
い
生
徒

を
育
て
る
た
め
の
、
学
校
と
し
て
の
仕
組
を
作
る
こ
と
」「

科
学
技
術
分
野
に
進
む
人
材
を
育
成
し
、
卒
業
生
を
在
校
生
支
援
に

つ
な
げ
る
こ
と
」
を
考
え
て
い
る
旨
、
報
告
が
あ
っ
た
。
 

〇
当
日
行
な
っ
た
研
究
成
果
発
表
会
と
令
和
２
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
、
本
校
か
ら
説
明
し
、
以
下
の
よ
う
な
助
言
を
頂
い
た
。
 

 【
研
究
成
果
発
表
会
に
つ
い
て
】
 

・
発
表
し
た
生
徒
は
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
印
象
だ
っ
た
。
気
に
な
っ
た
の
は
、
逆
に
整
い
す
ぎ
て
い
て
、
参
考
文
献
の
実
験
 

を
な
ぞ
っ
た
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
大
学
生
も
実
験
の
計
画
を
立
て
る
時
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
を
見
聞
き
し
、
触
 

れ
て
み
る
と
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
。
大
学
の
研
究
室
な
ど
を
訪
問
す
る
と
よ
い
。
 

・
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
活
動
報
告
も
健
闘
し
て
い
た
。
高
校
生
で
も
新
し
い
問
題
を
発
見
で
き
る
分
野
は
、
整
数
・
多
面
体
・
組

合
せ
で
あ
り
、
整
数
問
題
を
中
心
に
学
ん
で
い
る
の
も
良
い
。
生
徒
に
や
め
な
い
よ
う
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
た
い
。
 

・
今
年
度
は
数
学
教
室
を
３
回
開
催
し
た
。
各
回
突
き
詰
め
て
考
え
る
良
さ
が
出
て
き
た
の
で
、
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
。
先
進
的
で
 

な
い
生
徒
に
も
、
数
学
の
魅
力
を
伝
え
て
ほ
し
い
。
 

・
研
究
の
レ
ベ
ル
と
独
自
性
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
独
自
性
を
重
視
す
る
と
研
究
の
レ
ベ
ル
が
下
が
り
、
専
門
家
の
 

指
導
を
受
け
て
研
究
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
す
ぎ
る
と
、
生
徒
は
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
気
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

最
初
は
専
門
家
の
真
似
を
し
て
、「

標
準
」
の
水
準
を
高
め
て
ほ
し
い
。
生
徒
が
共
通
に
知
っ
て
い
る
こ
と
の
水
準
を
高
め
た
上

で
、
ど
の
よ
う
に
「
独
自
」
に
研
究
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
頭
を
使
っ
て
ほ
し
い
。
 

・
生
徒
や
先
生
方
は
こ
の
活
動
に
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
の
か
心
配
に
な
っ
た
。
研
究
を
本
格
的
に
や
る
の
が
目
的

な
の
か
、
論
理
的
思
考
を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
な
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
。
先
生
と
生
徒
と
い
う
関
係
以
外
に
、
TA

を
入
れ
る
の
も
よ
い
。
 

・
研
究
課
題
が
「
SD
Gs

の
視
点
を
踏
ま
え
た
探
究
活
動
に
よ
る
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
と
国
際
性
を
育
む
教
育
課
程
の
開
発
」
と
な

っ
て
お
り
、
SD
Gs

の
視
点
を
研
究
の
な
か
で
示
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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 Q 

中
間
評
価
の
概
要
を
知
り
た
い
。
 

 
A 

10
月

19
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
。
事
前
に
提
出
し
た
書
類
に
基
づ
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
評
価
の
結
果
は
後

日
わ
か
り
次
第
共
有
す
る
。
 

 〇
指
導
・
助
言
 

▶桑
田
委
員
よ
り
 

・
昨
年
足
り
な
か
っ
た
こ
と
が
改
善
さ
れ
、
爆
発
的
で
は
な
い
が
着
実
に
進
歩
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
 

・
本
日
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
班
が
統
計
的
な
手
法
を
用
い
て
い
た
の
で
、
進
歩
を
感
じ
た
。
 

 ▶相
澤
委
員
よ
り
 

・
本
日
の
発
表
を
見
て
、
先
生
方
の
身
を
粉
に
し
た
努
力
に
感
銘
を
受
け
た
。
 

・
例

年
提

言
し

て
い
る

が
探

究
活
動

の
早

い
段
階

で
専

門
家
に

話
す

機
会
を

設
け

て
ほ
し

い
。

研
究
の

ね
ら

い
を
改

善
す

る
こ
と

が
望
ま
し
い
研
究
班
が
あ
っ
た
。
全
く
の
ゼ
ロ
ス
タ
ー
ト
か
ら
１
を
作
る
の
は
難
し
い
。
専
門
家
が

90
％
ま
で
積
み
重
ね
た
例

を
見
つ
け
て
、
高
校
生
の
発
想
に
よ
っ
て

90
％
か
ら

95
％
に
高
め
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
れ
ば
、
研
究
成
果
も
変
わ
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
 

 ▶栗
原
委
員
よ
り
 

・
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
に

SS
H
の
指
標
が
踏
ま
え
ら
れ
て
お
り
、
良
い
と
感
じ
た
。
 

・
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
広
く
見
学
し
た
。
8
分
ご
と
に
交
代
と
い
う
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
た
。
 

・
発

表
し

た
い

生
徒
と

そ
う

で
は
な

い
生

徒
の
意

識
の

差
が
大

き
い

よ
う
に

感
じ

た
。
全

員
が

対
象
な

の
で

難
し
い

か
も

し
れ
な

い
が
、「

や
ら
さ
れ
感
」
を
払
拭
し
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
 

・
探
究
活
動
に
つ
い
て
は

3
年
生
の
「
今
後
の
展
望
」
を
後
輩
の
生
徒
に
引
き
継
げ
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
。
 

 ▶杉
浦
委
員
よ
り
 

・「
探
究
」
と
い
う
曖
昧
な
共
通
言
語
で
、
職
員
全
体
が
一
つ
の
ベ
ク
ト
ル
に
進
む
こ
と
の
難
し
さ
は
よ
く
わ
か
る
が
、
多
摩
高
校

の
地
盤
は
整
っ
た
と
感
じ
た
。
 

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
は
生

徒
と

問
題
意

識
を

ど
れ
だ

け
共

有
で
き

る
か

が
カ
ギ

で
あ

る
。
た

と
え

ば
「
世

の
中

を
変
え

る
ワ

ク
ワ
ク

感
」
と
い
う
よ
う
な

ke
yw
or
d
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
高
校
生
か
ら
し
か
出
て
こ
な
い
よ
う
な
研
究
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
高
校
生
な
ら
で
は
と
い
う
研
究
が
出
て
き
て
ほ
し
い
。
 

 ▶桐
村
委
員
よ
り
 

・
発
表
し
て
い
る
生
徒
が
生
き
生
き
充
実
し
て
い
る
の
が
良
か
っ
た
。
多
摩
高
校
の
全
体
的
な
勢
い
を
伝
え
て
お
り
、
大
き
な
前
進
 
 

を
感
じ
た
。
 

・
地
道
に
努
力
し
て
確
実
に
前
進
し
て
い
る
こ
と
を
、
参
加
し
た
運
営
指
導
委
員
の
全
員
が
感
じ
て
い
る
。
 

・
各
学
年
担
当
か
ら
報
告
さ
れ
た

SD
Gs
 D
ay
s
の
教
科
横
断
・
外
部
連
携
の
様
子
か
ら
は
、
生
徒
だ
け
で
な
く
教
員
も
勉
強
・
努
力
 
 
 

し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
 

・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
留
学
生
を
招
い
た
こ
と
、
全
て
の
班
に
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
を
英
訳
さ
せ
た
こ
と
は
、
国
際
性
と
い
う
点
 

を
総
合
的
に
捉
え
て
い
て
良
い
。
前
年
度
ま
で
の
助
言
を
反
映
し
て
前
進
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
 

・
前
回
と
比
較
し
て
、
職
員
の
協
力
体
制
が
で
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
が
実
を
結
び
始
め
て
い
る
と
感
じ
た
。
 

・
サ
ス
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
取
組
な
ど
、
外
部
連
携
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
良
い
も
の
を
継
続
し
て
い
く
と
良
い
。
多
摩
高
校
に
来
れ
ば

2 

年
生
で
体
験
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
し
て
は
ど
う
か
。
 

・
先
生
方
は
「
大
変
だ
け
ど
一
所
懸
命
」
と
い
う
充
実
感
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
従
来
高
校
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
活
動
 
 

が
ま
ず
重
要
で
あ
る
。
労
力
を
少
な
く
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
る
べ
き
。
SS
H
予
算
で
人
件
費
も
使
え
る
の
で
、
探
究
活
動
の

講
師
な
ど
に
外
部
の
力
を
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
 

 
 

令
和
３
年
度
 
第
１
回
神
奈
川
県
立
多
摩
高
等
学
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
運
営
指
導
委
員
会
 
議
事
録

 
 日
時
：
令
和
３
年

10
月

28
日
（
木
）
15
:5
0～

17
:0
0 

場
所
：
多
摩
高
等
学
校
 
会
議
室
 

出
席

者
：

 
運

営
指

導
委

員
 

桐
村
 
光
太
郎
 
委
員
（
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
先
進
理
工
学
部
応
用
化
学
科
教
授
）
 
 

 
桑
田
 
孝
泰
 
委
員
（
東
海
大
学
理
学
部
情
報
数
理
学
科
教
授
）
 
 

 
相
澤
 
哲
哉
 
委
員
（
明
治
大
学
理
工
学
部
機
械
情
報
工
学
科
教
授
）
 

 
杉
浦
 
正
吾
 
委
員
（
東
京
都
市
大
学
特
任
教
授
教
育
開
発
機
構
）

 
栗
原
 
英
俊
 
委
員
（
株
式
会
社
富
士
通
研
究
所
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
 

 
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課

 
 
蘇
武
 
和
成
（
高
校
教
育
企
画
室
長
）、

石
塚
 
悟
史
（
指
導
主
事
）

 
多
摩
高
校

 
 
野
田
麻
由
美
（
校
長
）、

平
沼
宏
仁
（
副
校
長
）、

浅
井
祐
一
（
教
頭
）、

石
山
克
美
（
事
務
長
）、

巽
直
彦
（
総
括
教
諭
）、

 
 
石
原
徳
子
（
総
括
教
諭
）、

清
水
幹
治
（
総
括
教
諭
）、

栗
原
精
一
（
総
括
教
諭
）、

後
藤
博
行
（
総
括
教
諭
）、

重
田
寿
夫
（
教
諭
）、

大
竹
保
幹
（
教
諭
）、

立
川
公
子
（
教
諭
）、

小
林
大
起
（
教
諭
）、

坂
口
大
介
（
教
諭
）、

柴
田
和
範
（
教
諭
）、

 
仲
山
可
那
子
（
教
諭
）、

田
中
大
希
（
教
諭
）、

村
本
晶
子
（

SS
H

事
務
）

 
 校
長
挨
拶
：
 

３
年
目
を
迎
え
、
生
徒
全
員
が

SS
H
主
対
象
生
徒
と
な
り
、
全
て
の
教
員
が
学
校
設
定
教
科

Me
ra
ki

の
担
当
者
と
な
っ
た
。

よ
う
や
く

SS
H
校
と
し
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
整
い
、
今
後
検
証
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
日
の
発
表
会
の
よ
う
に
、
学
校
全
体

で
取
り
組
む
企
画
が
増
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
計
画
通
り
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
IC
T
や
国
内
の
人
材
を
活
用
し
て
、
良
い
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。
多
く
の
事
業
を
展
開
し
た
い
一
方
で
、
教
員
の
負
担
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
持
続
可
能
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。
 

 研
究
協
議
：

 
〇
令
和
３
年
度
の
取
組
及
び
計
画
に
つ
い
て
 

 
・
事
業
の
検
証
に
向
け
て
、
求
め
ら
れ
て
い
る
実
践
を
着
実
に
積
み
重
ね
た
い
。
 

 
・
海
外
の
高
校
生
と
の
共
同
研
究
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
協
働
研
究
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
研
究
に
移
り
た
い
。
 

 
・
本
校
の
生
徒
に
は
部
活
動
・
行
事
に
注
力
す
る
伝
統
が
あ
る
。「

探
究
活
動
」
に
お
い
て
も
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
と
し
て
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
 

 
・
検
証
お
よ
び
評
価
に
は
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
教
員
に
よ
る
教
科
横
断
的
な
学
習
の
評
価
基
準
を
の
せ
、
探
究
活
動

に
つ
い
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
、
GT
EC

ス
コ
ア
等
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
 

 
・
理
数
系
ク
ラ
ブ
と
し
て
来
年
度

SS
H
メ
ラ
ー
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
の
創
設
を
検
討
し
て
い
る
。
 

 〇
質
疑
応
答
 

Q 
統
計
教
室
実
施
の
目
的
は
何
か
。
 

A 
Me
ra
ki

に
て
デ
ー
タ
を
客
観
的
に
示
す
た
め
の
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
 

Q 
ポ
ス
タ
ー
を
含
め
、
数
学
を
テ
ー
マ
に
し
た
探
究
活
動
が
な
い
よ
う
に
見
ら
れ
た
。
 

A 
現
２
年
生
で
は

Me
ra
ki

の
ク
ラ
ス
に
「
数
理
」
を
設
け
て
お
り
、
今
後
は
増
え
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

Q 
大
学
で
も
先
輩
・
後
輩
の
関
わ
り
が
あ
る
が
、
多
摩
高
校
で
は
予
定
が
あ
る
か
。
 

A 
Me
ra
ki
 Ⅲ

で
計
画
を
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
て
研
究
の
仕
上
が
り
が
遅
れ
た
が
、
今
後
行
う
見
込
み
で
あ
る
。
 

Q 
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
生
徒
に
共
有
し
て
い
る
か
。
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
い
つ
行
っ
て
い
る
か
。
 

A 
指
導
に
あ
た
る
教
員
に
は
年
度
当
初
に
示
し
、
当
該
活
動
前
に
担
当
者
か
ら
生
徒
に
示
し
て
い
る
。
特
定
の
評
価
方
法
を
繰

り
返
し
導
入
す
る
と
形
骸
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
各
学
年
で
導
入
す
る
学
習
活
動
を
精
選
し
て
い
る
。
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